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７
月
24
日
午
前
６
時
50
分
ご
ろ
、
城
西
病
院
か
ら
東
約
４
０
０
㍍

に
位
置
す
る
工
場
で
爆
発
音
と
と
も
に
屋
根
部
分
が
飛
び
散
り
、
白

煙
が
立
ち
昇
り
ま
し
た
。
約
30
分
後
、
病
院
に
い
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー

ム
３
人
が
現
場
に
急
行
。
指
揮
本
部
で
消
防
や
警
察
と
と
も
に
事
故

状
況
を
確
認
。
当
時
工
場
に
い
た
従
業
員
８
人
の
診
察
を
行
い
、
や

け
ど
を
負
っ
て
い
た
１
人
を
城
西
病
院
に
搬
送
、
治
療
を
行
い
ま
し

た
。
２
年
前
に
結
成
さ
れ
た
城
西
病
院
の
茨
城
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
と
っ
て

は
、
初
め
て
の
現
場
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

爆発現場に臨場

千葉の台風被災地を救援

各種訓練に積極的に参加しスキルアップ
　

城
西
病
院
の
茨
城
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
関
東
広
域
訓
練

や
茨
城
県
、
結
城
市
の
防
災
訓

練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
11
、
12
月
に
は
千

葉
県
で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
訓
練
、
結
城

市
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
７
日
に
は
、
首
都
圏
の
大
地
震
を

想
定
し
た
全
国
規
模
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。
茨
城
県
内
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
千
葉
県
を
中
心

に
活
動
し
、
城
西
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
は

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
に
設
け
ら
れ
た
東
葛

南
部
エ
リ
ア
の
活
動
拠
点
本
部
で
、
通
信
や
記

録
、
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運

用
な
ど
本
部
活
動
を
担
当
し
ま
し
た
。
直
後
に

関
東
・
東
北
地
方
を
襲
っ
た
台
風
15
号
の
災
害

で
は
、
こ

の
時
の
経

験
を
生
か

し
、
現
場

到
着
後
に

ス
ム
ー
ズ

な
情
報
収

集
や
患
者

搬
送
を
行

う
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

結
城
市
の
防
災
訓
練
に
参
加

活
動
拠
点
本
部
で
の
訓
練

　

医
療
法
人
達
生
堂
「
城
西
病
院
」
は
、
今
年
（

２
０
１
９
年
）
９
月
１
日
に
社
会
医
療
法
人
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
医
療
法
人
は
２
０
０
７
年
、
医
療
法
に
よ

り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。救
急
医
療
や
へ
き
地
医
療
、

周
産
期
医
療
、
災
害
医
療
、
小
児
救
急
医
療
な
ど
、

地
域
医
療
に
不
可
欠
で
か
つ
公
益
性
の
高
い
医
療

を
行
う
法
人
に
対
し
、
都
道
府
県
が
地
域
医
療
支

援
病
院
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

　

城
西
病
院
は
、
救
急
医
療
を
担
う
社
会
医
療
法

人
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
医
療

を
担
う
社
会
医
療
法
人
の
申
請
も
行
っ
て
お
り
、

達
生
堂
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
医
療
法
人
、
社
会
福

祉
法
人
、
公
益
財
団
法
人
の
３
つ
の
公
益
法
人
を

中
心
と
し
て
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
９
月
５
日

に
南
鳥
島
近
海
で
発
生
し

た
台
風
15
号
は
、
関
東
地

方
を
直
撃
し
た
台
風
と
し

て
は
観
測
史
上
、
最
強
ク

ラ
ス
の
台
風
と
な
っ
て
千

葉
県
に
上
陸
し
、
関
東
、

東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
台
風
の
最
低
気
圧

は
９
５
５
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
、
最
大
風
速
は
秒
速
45

㍍
。
千
葉
県
を
中
心
に

５
万
棟
以
上
の
住
宅
が
被

害
に
遭
い
、
千
葉
県
内
で

送
電
塔
２
本
と
電
柱
84
本

も
自
家
発
電
で
対
応
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

緊
急
搬
送
さ
れ
た
約
１
０
０
人
の
患
者
さ
ん

は
、
会
議
室
を
応
急
の
病
室
に
充
て
て
、
不
安

の
中
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

千
葉
県
か
ら
の
派
遣
要
請
に
よ
り
、
茨
城
県

か
ら
救
急
車
を
所
有
し
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
11

医
療
機
関
12
チ
ー
ム
が
こ
の
君
津
中
央
病
院
に

集
結
し
ま
し
た
。
首
都
圏
で
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
、
茨
城
県
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム

は
千
葉
県
の
応
援
に
入
っ
て
活
動
す
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
に
２
回
の
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
訓
練
を
生
か
し
て
実
際
の
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

君
津
中
央
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
１
０
０
人
の

患
者
は
、
こ
の
病
院
で
引
き
続
き
治
療
を
受
け

続
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
こ
の
１
０
０
人
の
患
者
を
近
隣
の
病
院
に

搬
送
す
る
の
が
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
の
任
務
と

な
り
ま
し
た
。

　

城
西
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、病
院
に
到
着
後
、

指
揮
本
部
で
情
報
を
収
集
し
た
の
ち
に
、
10
日

午
前
零
時
35
分
ご
ろ
に
千
葉
労
災
病
院
に
１
人

を
搬
送
し
ま
し
た
。
続
い
て
神
奈
川
県
川
崎
市

の
病
院
に
１
人
を
搬
送
し
ま
し
た
。
地
理
が
不

案
内
な
中
で
、
信
号
機
も
消
え
た
真
っ
暗
な
道

路
を
走
り
、
患
者
を
搬
送
し
ま
し
た
。

　

２
人
を
運
び
終
え
た
後
に
小
休
止
を
し
、
続

い
て
午
前
９
時
に
横
浜
市
内
の
病
院
に
１
人 

を
搬
送
、
午
前
11
時
55
分
ご
ろ
に
国
立
千
葉
医

療
セ
ン
タ
ー
に
１
人
を
搬
送
し
終
え
、
城
西
病

院
に
戻
り
ま
し
た
。

　

君
津
中
央
病
院
に
一
時
避
難
し
た
患
者

１
０
０
人
は
、
10
日
午
後
に
は
、
自
衛
隊
の
大

型
ヘ
リ
を
使
い
、
最
後
の
８
人
の
患
者
を
柏
市

な
ど
の
医
療
機
関
に
無
事
搬
送
し
た
と
い
い
ま

す
。

　

こ
の
後
、
12
日
以
降
に
関
東
、
東
北
地
方
を

襲
っ
た
台
風
19
号
や
秋
雨
前
線
で
、
河
川
氾
濫

な
ど
に
よ
り
関
東
・
東
北
を
中
心
に
約
１
０
０

人
が
死
亡
・
行
方
不
明
に
な
る
な
ど
、
大
き
な

爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
茨
城
県
内
で
も
水
戸
市

内
の
那
珂
川
が
氾
濫
、
大
子
町
の
鉄
橋
が
流
さ

れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
っ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
１
日
も
早
く
復

興
さ
れ
、
日
常
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
に

発
足
し
た
城
西
病

院
の
茨
城
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）。
さ

爆発現場の指揮本部に入るDMAT

―地域医療と地域福祉の充実へ―

が社会医療法人に認定城西病院

西
病
院
」
の
茨
城
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
は
９
日
午

後
９
時
40
分
ご
ろ
、
城
西
病
院
を
出
発
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
カ
ー
と
救
急
車
の
２
台
、
隊
員
６
人
の

チ
ー
ム
で
、
東
北
道
か
ら
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
通

り
、
千
葉
県
に
急
行
し
ま
し
た
。

　

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
か
ら
千
葉
県
に
入
る
と
、
街

灯
は
全
て
消
え
、
信
号
機
も
消
え
て
真
っ
暗
な

闇
で
し
た
。
全
国
か
ら
電
力
供
給
車
が
駆
け

付
け
て
い
ま
し
た
。
わ
ず
か
に
開
い
て
い
る

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
店
な
ど
に
は
、
車
が
押

し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
11
時
50
分
に
、
千
葉
県
木
更
津
市
内
の

君
津
中
央
病
院
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
病
院

に
は
、
君
津
市
内
で
停
電
、
食
料
や
水
の
心
配

が
あ
っ
た
療
養
医
療
病
院
か
ら
約
１
０
０
人
の

患
者
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
君
津
中
央
病
院

が
倒
壊
し
た
ほ
か
、

２
千
本
に
及
ぶ
電
柱

が
損
傷
し
た
と
い
い

ま
す
。
千
葉
県
で
は

停
電
の
た
め
に
信
号

機
も
止
ま
り
、
77
の

医
療
機
関
が
停
電
、 

23
の
医
療
機
関
が
断

水
す
る
被
害
に
遭
い

ま
し
た
。

　

９
月
９
日
午
後
８

時
ご
ろ
、
千
葉
県
か

ら
茨
城
県
に
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
派
遣
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
社
会
医

療
法
人
達
生
堂 

「
城

ま
ざ
ま
な
訓
練
を
通
し
て
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
実
際
に

活
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
１
９
年
に
入
り
、
災
害

現
場
に
入
っ
て
活
動
す
る
出

来
事
が
次
々
と
起
こ
り
ま
し

た
。
７
月
24
日
早
朝
、
城
西

病
院
に
近
い
工
場
で
爆
発
事

故
が
発
生
。
ま
た
、
９
月
９

日
に
千
葉
県
に
上
陸
し
た
台

風
15
号
は
、
千
葉
県
を
は
じ

め
と
し
、
関
東
、
東
北
一
帯

に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
台
風
に
よ

る
被
害
が
癒
え
ぬ
間
に
大
雨

が
各
地
を
襲
い
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

初の現地支援活動
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技能実習生の受け入れを通して

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
外
国
人
技
能
実
習
生
（
介
護
職
）
監
理
団
体
の

認
可
を
受
け
、
２
０
１
９
年
１
月
か
ら
中
国
・
西
安
の
外
国
人

技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
中
国
側
は
、
急
速
に
進

む
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
の
介
護
技
術
を
学
ん

で
生
か
し
た
い
と
、
実
習
生
の
送
り
出
し
を
は
じ
め
、
積
極
的

な
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。
達
生
堂
グ
ル
ー
プ
で
は
、
中
国
で

開
か
れ
る
介
護
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
参
加
。
こ
う
し
た
交
流

を
進
め
る
中
で
、
２
０
１
９
年
11
月
に
職
員
ら
27
人
が
西
安
で

視
察
・
研
修
を
行
い
、
中
国
と
の
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
国
・
西
安
か
ら
２
０
１
９

年
に
介
護
職
の
技
能
実
習
生
を

受
け
入
れ
、
11
月
ま
で
に
８
人

の
実
習
生
が
達
生
堂
グ
ル
ー
プ

の
社
会
福
祉
法
人
達
生
堂
の
介

護
施
設
で
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
西
安
市
か
ら
技
能

実
習
生
を
受
け
入
れ
、
城
西
病

院
を
は
じ
め
、
達
生
堂
グ
ル
ー

プ
以
外
の
茨
城
県
内
の
介
護
施

設
や
病
院
な
ど
に
送
り
出
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

西
安
市
か
ら
実
習
生
を
招
く

に
当
た
っ
て
、
受
け
入
れ
側
の

達
生
堂
グ
ル
ー
プ
も
西
安
市
の

こ
と
を
よ
く
知
り
、
お
互
い
の

交
流
を
深
め
る
中
で
実
り
多
い

実
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
西
安
で
の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

視
察
・
研
修
は
、
11
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で

の
日
程
で
、
達
生
堂
グ
ル
ー
プ
職
員
と
結
城
市

国
際
交
流
協
会
の
27
人
が
参
加
。
西
安
市
内
の

介
護
施
設
を
視
察
し
た
ほ
か
、
始
皇
帝
兵へ
い
ば
よ
う

馬
俑

や
陝せ
ん
せ
い西
省
歴
史
博
物
館
、
空
海
ゆ
か
り
の
青
龍

寺
な
ど
を
視
察
・
研
修
し
ま
し
た
。

　

西
安
市
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発
点
と
し

て
古
く
か
ら
栄
え
た
街
で
、
か
つ
て
は
長
安
と

呼
ば
れ
、
４
千
年
に
も
及
ぶ
歴
史

を
有
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
西
安

市
は
人
口
約
１
千
万
人
。
中
国
で

高
齢
者
は
、
自
宅
で
介
護
さ
れ
る

の
が
普
通
で
し
た
が
、
日
本
同
様

に
高
齢
化
が
進
み
、
多
く
の
介
護

施
設
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

一
行
の
訪
問
し
た
西
安
市
碑ひ
り
ん林

区
第
三
愛
心
看
護
院
は
、
西
安
市

の
住
宅
街
に
あ
り
、
医
療
と
介
護

を
行
う
日
本
の
介
護
老
人
保
健
施

設
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
２
０
０
４
年
か
ら
開
設
の

準
備
を
進
め
、
政
府
の
施
設
を
譲

り
受
け
て
２
０
１
６
年
に
オ
ー
プ

ン
。
現
在
、
満
床
に
近
い
１
７
６ 

人
が
入
所
し
、
認
知
症
や
看
取

り
に
も
対
応
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
こ
の
施
設
の
王
涛
理
事
長
は

「
日
本
の
介
護
を
勉
強
し
、
日
本
と
の
交
流
も

深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
城
西
病
院
の
白

石
裕
比
湖
院
長
と
相
互
協
力
に
対
す
る
提
携
書

の
調
印
も
行
い
ま
し
た
。

　

中
国
は
紀
元
前
２
２
１
年
に
秦
の
始
皇
帝
が

統
一
し
、
そ
の
墓
と
な
る
始
皇
帝
陵
が
西
安
で

発
見
。
さ
ら
に
１
９
７
４
年
に
約
８
千
体
の 

兵
士
や
馬
を
か
た
ど
っ
た
土
偶
が
出
土
し
た
始

皇
帝
兵
馬
俑
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。兵
馬
俑
は
、

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
に
実
物
大
よ
り
も
大
き
な
人

や
馬
の
人
形
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

陝
西
省
歴
史
博
物
館
で
は
南
部
で
発
見
さ
れ

た
１
０
０
万
年
以
上
前
の
人
類
、
藍ら
ん
で
ん田
原
人
の

骨
を
は
じ
め
、
周
や
秦
、
漢
、
唐
な
ど
の
歴
史

的
に
貴
重
な
文
化
財
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
空
海
ゆ
か
り
の
青
龍
寺
は
、
四
国
４
県

と
連
携
し
、
四
国
八
十
八
カ
所

巡
礼
の
起
点
の
第
０
番
札
所
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

本
は
西
暦
６
０
０
年
の
倭
の
時

代
か
ら
約
３
０
０
年
近
く
に
わ

た
っ
て
遣
隋
使
、
遣
唐
使
を
派

遣
し
、
西
安
を
目
指
し
て
、
中

国
の
先
進
的
な
文
化
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
足
跡
が
青
龍

　

中
国
・
西
安
か
ら
来
日
し
、
達
生
堂

グ
ル
ー
プ
で
実
習
を
行
っ
て
い
る
技
能

実
習
生
は
、
11
月
現
在
８
人
と
な
り
、

社
会
福
祉
法
人
達
生
堂
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ハ
ウ
ス
」

と
介
護
老
人
保
健
施
設
「
す
ば
る
」
で
、

職
員
の
指
導
の
も
と
、
介
護
の
技
術
や

知
識
の
修
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

８
人
は
、
約
１
カ
月
の
入
国
後
研
修

を
受
け
て
か
ら
、
達
生
堂
グ
ル
ー
プ
で

介
護
職
初
任
者
研
修
に
準
じ
た
介
護
技

術
を
学
ぶ
介
護
基
礎
研
修
を
約
１
カ
月

間
受
け
、
本
格
的
な
実
習
に
入
っ
て
い

ま
す
。

深 ま る 中 国 と の 友 好

日本で学ぶ技能実習生

寺
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

西
安
市
に
は
、
周
囲
約
13
㌔
に
わ
た
っ
て
城

壁
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
も
そ
の
城

壁
が
残
さ
れ
、
夜
に
な
る
と
城
壁
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
西
安
の
近
代
的
な
ビ
ル
群
と
と

も
に
美
し
い
景
色
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
使
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
過
酷
な
旅

に
出
る
物
語
を
歌
と
劇
で
演
じ
る「
駝
鈴
傳
寄
」

も
観
劇
。
過
酷
な
運
命
に
立
ち
向
か
っ
て
ヨ
ー

中
国
と
協
力
体
制

　

西
安
市
で
５
月
13
日
、
中
日
衛
生
健
康
産
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
席
上
、
Ｉ
Ｉ

Ｆ
Ｆ
は
、
陝
西
省
国
防
工
業
職
業
技
術
学
院
と

の
間
で
「
国
際
交
流
提
携
合
意
書
」
の
調
印
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
合
意
書
は
、
教
育
事
業
の

発
展
、
お
よ
び
看
護
・ 

介
護
福
祉
の
人
材
育

成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
国
の
学
生
を
日
本

で
留
学
や
就
職
、
技
能
実
習
で
受
け
入
れ
る
た

め
の
相
互
協
力
を
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

９
月
５
日
、「
日
中
養
老
サ
ー
ビ
ス
産
業
交

流
会
」
が
中
国
の
遼
寧
省
瀋
陽
市
で
開
か
れ
ま

し
た
。
中
国
全
土
か
ら
看
護
・
介
護
の
教
育
機

関
や
福
祉
施
設
の
代
表
者
な
ど
が
出
席
。
日
本

か
ら
は
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
を
は
じ
め
、
中
国
の
介
護
職

技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
業
所
な
ど

が
出
席
し
、
中
国
の
介
護
の
状
況
や
実
習
生
の

受
け
入
れ
状
況
、
今
後
の
動
向
な
ど
発
表
。
Ｉ

Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
瀋
陽
医
学
院
と
介
護
・
看
護
の
人
材

育
成
に
向
け
、

相
互
交
流
や
学

生
の
日
本
で
の

実
習
、
就
職
に

つ
い
て
相
互
協

力
を
行
っ
て
い

く
「
国
際
交
流

提
携
合
意
書
」

に
調
印
し
ま
し

た
。

達生堂グループの秋まつりに参加する技能実習生

ロ
ッ
パ
と
交
易
を
す
る
人
々
の
姿
、

そ
し
て
実
際
の
ラ
ク
ダ
や
オ
オ
カ
ミ

が
人
と
と
も
に
共
演
す
る
迫
真
の
舞

台
を
見
ま
し
た
。

　

西
安
で
は
、
技
能
実
習
生
の
送
り

出
し
機
関
・
陝
西
漢
唐
興
行
実
業
有

限
責
任
公
司
西
安
事
務
所
の
人
た
ち

の
案
内
で
、
西
安
の
街
を
視
察
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
西
安
は
、
古

く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
伝
統
や
文

化
、
歴
史
を
守
る
と
と
も
に
、
高
層

ビ
ル
や
高
速
道
路
、
高
速
鉄
道
、
地

下
鉄
な
ど
近
代
的
な
文
化
が
融
合
し

た
街
で
、
視
察
・
研
修
の
一
行
は
、

古
都
・
西
安
の
姿
を
肌
で
感
じ
と
っ

て
い
ま
し
た
。

兵馬俑から出土した４頭立ての馬車 西安の周りを囲む城壁の南門

国際交流提携合意書に調印する多田理事長
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医療 ・ 福祉と教育で結ぶタイとの交流
　

達
生
堂
グ
ル
ー
プ
の
職
員
研
修

が
４
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
行
わ

れ
、
病
院
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど

の
職
員
約
35
人
が
タ
イ
を
訪
問
し

ま
し
た
。
タ
イ
で
は
、
メ
ー
サ
イ

病
院
や
メ
ー
サ
イ
市
役
所
、
メ
ー

サ
イ
高
校
、
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン

財
団
の
運
営
す
る
ド
イ
ト
ン
ガ
ー

デ
ン
や
麻
薬
博
物
館
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

市
役
所
や
病
院
、
学
校
、
ド
イ

ト
ン
な
ど
行
く
先
々
で
、
城
西
病

院
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
タ
イ
の

職
員
が
中
心
と
な
り
、
踊
り
な
ど

を
披
露
し
た
り
し
て
、
お
も
て
な

し
し
て
く
れ
ま
し
た
。
研
修
で
訪

れ
た
達
生
堂
職
員
は
、
懐
か
し
い

顔
を
見
つ
け
る
と
、
身
振
り
手
振

り
で
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　

メ
ー
サ
イ
市
役
所
で
は
、
タ
イ
に
贈
る
３
台

目
の
は
し
ご
車
「
18
ｍ
級
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
」
の
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。
は
し

ご
車
は
整
備
を
行
い
、
10
月
に
メ
ー
サ
イ
市
に

到
着
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
サ
イ
高
校
で
は
日
本
語
を
学
ぶ
高
校
生

た
ち
が
私
た
ち
の
訪
問
を
歓
迎
。
手
作
り
の
歓

迎
式
で
タ
イ
の
舞
踊
を
披
露
し
た
り
、
日
本
語

で
司
会
を
し
た
り
、学
校
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

メ
ー
サ
イ
病
院
で
は
、
職
員
の
民
族
舞
踊
で
歓

迎
を
受
け
た
後
、
２
つ
の
班
に
分
か
れ
て
病
院

を
見
学
。
タ
イ
で
は
４
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で

が
正
月
で
休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
急
患
や

救
急
車
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
病
院
に
来
て
い
ま

し
た
。
タ
イ
で
は
病
院
自
体
が
救
急
車
を
運
営

し
て
い
る
た
め
、
急
患
搬
送
の
状
況
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
病
院
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
り
、
視
察
し
た
達
生
堂
職
員
は
ひ
っ
き

り
な
し
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
で
は
、
麻
薬
撲
滅
を
目
的
に
運
営

正
月
は
、
ソ

ン
ク
ラ
ン
が

有
名
で
、
毎

年
４
月
13
日

か
ら
15
日
に

タ
イ
全
土

で
「
水
か
け

祭
り
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

水
か
け
祭
り

し
て
い
る
ド

イ
ト
ン
ガ
ー

デ
ン
や
麻
薬

博
物
館
を
視

察
し
、
広
大

な
敷
地
に
き

れ
い
な
庭
園

が
整
備
さ
れ

て
い
る
様
子

に
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　

タ
イ
の
旧

は
、
も
と
は
年
長
者
の
手
に
水
を
か
け
て
敬
意

を
表
し
て
清
め
る
と
い
う
風
習
で
、
そ
れ
が
拡

大
し
て
、
沿
道
を
走
る
車
や
バ
イ
ク
を
目
が
け

て
水
を
か
け
た
り
、
車
の
上
か
ら
沿
道
に
い
る

人
た
ち
に
向
け
て
水
を
か
け
た
り
す
る
お
祭
り

に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
早
朝
に
国
境
付
近
を
パ
レ
ー
ド

す
る
僧
侶
に
托
鉢
を
し
、
市
役
所
近
く
の
お
寺

で
タ
イ
の
お
詣
り
を
し
た
後
、
水
か
け
祭
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
沿
道
に
水
を
い
っ
ぱ
い
入
れ

た
ド
ラ
ム
缶
を
数
本
用
意
し
、
そ
の
水
を
バ
ケ

ツ
な
ど
に
す
く
っ
て
道
行
く
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
な
ど
に
目

が
け
て
か
け

ま
し
た
。
ま

た
バ
ケ
ツ
片

手
に
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に

乗
り
、
沿
道

か
ら
バ
ケ
ツ

や
ホ
ー
ス
で

水
を
か
け
ら

れ
た
り
、
ト

ラ
ッ
ク
の
上

か
ら
水
を
か

け
て
、
祭
り

に
参
加
。
サ

イ
川
に
架
か

る
国
境
の
橋

や
朝
市
な

ど
も
視
察
。

２
０
１
８
年

６
月
に
サ
ッ

カ
ー
少
年
ら
13
人
が
行
方
不
明
と
な
り
、
18
日

後
に
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
た
タ
ム
ロ
ワ
ン
洞
窟

も
訪
れ
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
に
来
日
し
た
タ
イ
・

メ
ー
サ
イ
高
校
の
ス
パ
ツ
ァ
ラ
・

ス
ア
ン
ニ
ミ
ッ
ト
（
愛
称
ヌ
ン
）

さ
ん
と
ト
ド
サ
ワ
ッ
ト
・
ム
エ
ン

ガ
ム
（
愛
称
レ
オ
）
君
、
パ
ヤ
オ

ピ
タ
ヤ
コ
ム
高
校
の
チ
ャ
ニ
タ
・

　

メ
ー
サ
イ
病
院
の
看
護
師
、
ポ
ン
さ

ん
と
ダ
オ
さ
ん
は
、２
月
４
日
に
来
日
、

　

結
城
市
の
高
校
生
と

教
諭
の
７
人
が
７
月
31

日
か
ら
８
月
８
日
、
タ

イ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

タ
イ
を
訪
問
し
た
の
は

結
城
一
高
の
篠
崎
東
雄

教
諭
、
大
久
保
裕
葉
さ

ん
、
結
城
二
高
の
佐
藤

剛
教
頭
、
町
田
恋
乃
さ

友情はぐくむ日タイの高校生たち

タイから看護師視察

タ
イ
か
ら
日
本
に

日
本
か
ら
タ
イ
へ

モ
ン
コ
ル
（
愛
称
ビ
ー
ム
）
さ
ん
と
ポ
ン
ピ
モ

ン
・
デ
ジ
ャ
イ
（
愛
称
ダ
ー
リ
ン
）
さ
ん
は
、

約
１
カ
月
の
日
本
で
の
高
校
生
活
を
体
験
し
、

い
っ
ぱ
い
の
思
い
出
を
お
土
産
に
４
月
25
日
に

帰
国
し
ま
し
た
。

　

ヌ
ン
さ
ん
と
レ
オ
君
は
、
結
城
一
高
と
結
城

二
高
で
学
校
生
活
を
体
験
。
ビ
ー
ム
さ
ん
と

ダ
ー
リ
ン
さ
ん
は
、
鬼
怒
商
業
で
高
校
生
活
を

体
験
。
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
放
課
後
の
楽
し

い
時
間
を
日
本
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
楽
し
み
、

友
情
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ん
、
鬼
怒
商
業
の
野
澤
武
久
教
諭
、
コ
ミ
ヤ
・

ジ
ョ
ア
ナ
さ
ん
、
吉
川
璃
々
花
さ
ん
。

　

タ
イ
北
部
の
パ
ヤ
オ
・
ピ
タ
ヤ
コ
ム
高
校
や

メ
ー
サ
イ
高
校
で
高
校
生
活
を
体
験
し
、
パ
ヤ

オ
大
学
や
メ
ー
サ
イ
市
役
所
、
メ
ー
サ
イ
病
院

な
ど
か
ら
も
歓
迎
を
受
け
、
タ
イ
北
部
を
拠
点

に
麻
薬
撲
滅
活
動
を
行
う
ド
イ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

春
に
来
日
し
た
タ
イ
の
高
校
生
と
も
再
会

し
、
楽
し
く
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ー
サ
イ
市
の
サ
ラ
イ
ヨ
ン
市
長
と
同
市
の

教
育
部
長
ら
６
人
が
６
月
24
日
に
来
日
、
結
城

市
と
城
西
病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪

問
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
と
姉
妹
都
市
の
結
城
市
と
の

協
力
関
係
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
本
の
教
育

を
視
察
す
る
の
が
目
的
で
し
た
。

　

一
行
は
結
城
市
を
訪
問
、
２
０
１
７
年
に
結

城
市
が
贈
っ
た
桜
20
本
の
う
ち
15
本
が
順
調
に

メ
ー
サ
イ
市
長
が
来
結

育
っ
て
い
る
こ
と
を

報
告
。
城
西
病
院
で

多
田
正
毅
理
事
長
ら

と
面
談
。
メ
ー
サ
イ

市
で
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
や
今
後
の
協
力

関
係
な
ど
を
サ
ラ
イ

ヨ
ン
市
長
ら
と
懇
談

し
ま
し
た
。

　

タ
イ
・
メ
ー
サ
イ
病
院
の
シ
リ
サ
ク
・
ナ
ン

タ
院
長
ら
医
師
、
看
護
師
、
検
査
技
師
な
ど
11

人
が
２
月
４
日
に
来
日
し
、城
西
病
院
を
視
察
、

７
日
に
は
東
京
の
聖
路
加
国
際
病
院
を
訪
問
す

る
な
ど
、日
本
の
医
療
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

城
西
病
院
で
は
、
小
児
科
や
内
視
鏡
室
、
外
来
、

病
室
な
ど
を
見
学
、社
会
福
祉
法
人
の「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ハ
ウ
ス
」
や
「
す
ば
る
」
も
見
学
し
ま

し
た
。
聖
路
加
国
際
病
院
で
は
、
病
院
や
礼
拝

メ
ー
サ
イ
病
院
が
医
療
視
察

堂
な
ど
を
見
学
し
、

感
染
症
科
の
森
信
好

医
長
と
懇
談
し
、
日

本
の
医
療
や
外
国
人

医
師
の
状
況
、
救
急

医
療
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

城
西
病
院
で

約
１
カ
月
間

の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

外
来
や
手

術
室
、
内
視

鏡
室
、
一
般

病
棟
な
ど
で

病
院
業
務
の

視
察
や
体
験

を
し
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
片
手
に
、
日
本
の
病
院

業
務
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
。
日
本
語
や
英
語
の
辞

書
を
持
ち
な
が
ら
、
城
西
病
院
の
看
護
師
に
積

極
的
に
質
問
し
、
日
本
の
病
院
業
務
の
現
場
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
医
療
自
体
は
日
本
と
タ
イ
で
大
き

な
違
い
は
な
い
と
い
い
、
病
院
の
看
護
師
に
溶

け
込
ん
で
視
察
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
医
療
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
タ
イ
と
違
っ
た
こ
と
が
多

く
、
一
生
懸
命
に
質
問
。「
部
署
を
超
え
た
協

力
は
素
晴
ら
し
い
。
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
タ

イ
で
も
取
り
入
れ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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表紙の言葉

急変対応勉強会
救命の連鎖・切れ目ない対応

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
と
城
西
病
院
、
社
会
福
祉
法
人

「
達
生
堂
」
の
グ
ル
ー
プ
職
員
を
対
象
に
し

た
「
急
変
対
応
勉
強
会
」
が
、
５
月
か
ら
開

か
れ
ま
し
た
。
結
城
消
防
署
の
救
命
救
急
士

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
新
入
職
員
を
中
心
に

実
施
。
急
変
者
が
出
た
時
、
反
応
の
確
認
、

通
報
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
な
ど
の
心
肺
蘇
生
を
、

医
師
や
救
急
隊
な
ど
が
来
る
ま
で
切
れ
目
な

く
行
う
「
救
命
の
連
鎖
」
の
大
切
さ
を
、
実

習
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
達
生
堂
グ
ル
ー

プ
で
は
、
全
職
員
が
緊
急
事
態
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
勉
強
会
を
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
の
パ
ヤ
オ
大
学
看
護
学
部
の
パ

ラ
レ
・
オ
パ
サ
ナ
ン
ト
学
部
長
ら
大

学
幹
部
７
人
が
７
月
26
日
か
ら
29
日
ま

で
、
達
生
堂
グ
ル
ー
プ
の
城
西
病
院
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ハ
ウ
ス
」、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
す

ば
る
」、通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
「
茶

釜
の
湯
」、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
「
壬
生

の
杜
」
な
ど
を
視
察
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ハ
ウ
ス
と
す
ば
る
で
介
護
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

タ
イ
で
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

こ
の
た
め
、
パ

ヤ
オ
大
学
で

は
、
日
本
の
介

護
の
現
場
を

視
察
し
、
タ
イ

の
高
齢
化
政
策

に
生
か
し
た
い

と
、
今
回
の
視

タ
イ
の
陶
芸
家
が
成
果
発
表

パヤオ大学看護学部が視察

獨
協
医
大
の
医
学
生
研
修

る
一
方
、
日
本

の
介
護
保
険
の

よ
う
な
高
齢
者

の
介
護
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
が

整
っ
て
い
な
い

と
い
い
ま
す
。

察
を
計
画
。
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど
を
視
察
し

た
の
ち
、介
護
施
設
で
ご
利
用
者
と
触
れ
合
い
、

介
護
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
日
本
の
介
護
制
度
に
強
い
関
心
を
示

し
、
矢
継
ぎ
早
に
質
問
。
パ
ヤ
オ
大
学
の
学
生

を
外
国
人
技
能
実
習
生
と
し
て
送
り
出
し
た

い
、
と
の
意
向
も
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ヤ
オ
大
学
は
附
属
病
院
も
設
置
し

て
お
り
、
附
属
病
院
と
城
西
病
院
の
看
護
師
な

ど
医
療
面
で
の
交
流
も
進
め
て
い
く
意
向
を
お

互
い
に
確
認
し
ま
し
た
。

　

獨
協
医
科
大
学
医
学
部
国
際
協
力
支
援
セ

ン
タ
ー
（
大
平
修
二
セ
ン
タ
ー
長
）
の
学
生

10
人
が
６
月
12
日
、
城
西
病
院
を
訪
れ
、
Ｉ
Ｉ

Ｆ
Ｆ
が
行
っ
て
き
た
国
際
医
療
支
援
活
動
や

国
際
交
流
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講
座
で

は
、
１
９
８
２
年
か
ら
行
っ
て
き
た
イ
ン
ド
シ

ナ
や
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

難
民
支
援
や
タ
イ
を

中
心
と
し
た
ゴ
ー
ル

デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
（
麻
薬
地
帯
）
の

医
療
支
援
の
説
明
を

受
け
、
学
生
た
ち
は 

「
支
援
の
き
っ
か
け

は
」
な
ど
と
、
質
問

し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
を
通

し
、
茨
城
県
立

笠
間
陶
芸
大
学
校

研
修
生
と
し
て
１

年
間
学
ん
だ
メ
ー

フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
の
テ
ィ
ッ
パ
ワ
ン
・
ド
ゥ

ア
ン
ド
ク
ム
ン
さ
ん
。
研
究
の
成
果
展
示
が
、

３
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
、
笠
間
市
の
か
さ
ま

歴
史
交
流
館
「
井
筒
屋
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
深
夜
、
東
北
道
か
ら
首
都

高
を
走
り
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
通
っ
て

千
葉
県
に
入
り
ま
し
た
。
千
葉
に
入
る

と
、
家
の
灯
は
も
ち
ろ
ん
、
街
灯
や
信

号
も
消
え
た
真
っ
暗
闇
の
中
を
、
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
被
災
病
院
に
急

行
。
夜
を
徹
し
て
患
者
さ
ん
を
搬
送

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
観
測
史
上
最
大

の
台
風
。
何
十
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る

災
害
が
数
年
ご
と
に

起
こ
っ
て
い
る
現
状

で
、
助
か
る
命
を
１

人
で
も
救
い
た
い
と

い
う
チ
ー
ム
の
思
い

が
伝
わ
り
ま
し
た
。


